
（１０）経営上の問題

　ポイント

・

・

・

　業種別にみると，製造業の各項目の該当事業所割合は「仕入価格の上昇」（50.7％）が
最も多く，以下「生産・受注・売上げ不振」（45.0％），「人材不足」（32.2％）となっ
た。
　非製造業の各項目の該当事業所割合は「人材不足」（43.3％）が最も多く，以下「仕入
価格の上昇」（37.2％)，「生産・受注・売上げ不振」(31.8％)となった。

　経営上の問題について，各項目の該当事業所割合は「人材不足」（41.0％）が最も多
く，以下「仕入価格の上昇」（40.0％），「生産・受注・売上げ不振」（34.6％）と続い
ている。

図10　経営上の問題（複数回答）
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